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はじめに

第16回国際日本学コンソーシアム日本文化部

会は、2021年11月6日に、Zoomを用いてオンライ

ンにて開催された。本部会後半の部では、「世界

と日本：融合する文化」というテーマのもと、大

学教員3名と大学院生2名による研究発表が行われ

た。以下、それぞれの発表と質疑応答の概要をま

とめる。

1 ．潘蕾（北京外国語大学・日本学研究センター

教員）  

「『年中行事絵巻』の制作に関する一考察」

絵巻物の黄金期であった院政期に制作されたと

されている『年中行事絵巻』に着目し、そこに描

かれているモノ・ヒト・コトの分析や、絵画表現

に含まれている観念・イデオロギーの分析を通じ

て、制作者の意図を検討した。発表では『年中行

事絵巻』巻一「朝覲行幸」と巻三「闘鶏」に描か

れているモノや、その背景について分析した。そ

のうえで、『年中行事絵巻』の制作意図として「伝

統の可視化」と「院政期の政治形態の再確認」が

挙げられると結論付けた。

質疑応答では、絵巻物という形態が院政期に黄

金期を迎える理由について質問があげられた。
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2 ．大薮海（お茶の水女子大学教員）  

「日本中世後期における威信財と石垣―伊勢北

畠氏館跡発掘事例から考える―」

日本中世史研究において、公家や武家のコレク

ションであった唐物が「威信財」と評価されてい

ることに対し、「威信財」の定義や基準を今一度

見直す必要性を提起した。そのうえで、唐物は権

威の誇示には直結しないだろうとの考えから、日

本中世における唐物を「威信財」と評価すること

には慎重であるべきだと指摘した。また、伊勢北

畠氏の石垣が支配力の顕示・誇示につながった可

能性を挙げ、伊勢北畠氏においては、石垣が「威

信財」としての機能を果たしていたのではないか

と結論付けた。

質疑応答では、唐物の権威性として、所有者の

側が誰に・いつ・どのように見せるかを「選べる」

という点に権威が発生するのではないかという指

摘がなされた。

3 ．原基香（お茶の水女子大学院生）  

「幕末の箱館における商品流通―欠乏品交易の

貨銭代品払下げを中心に―」

『幕末外国関係文書』を用いて、箱館の欠乏品

交易、特に外国船から受け取った貨銭代品の払い

下げについて検討することで、幕末の箱館港にお

ける貨銭代品の実態、流通の仕方について明らか

にした。欠乏品交易で受領した物品は、原則とし

て江戸や大坂に廻送されたが、薬種のひとつであ
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り、世界的に人気の高かった大黄については箱館

や蝦夷地でも分配され、その売上が異国船御備金

に組み込まれ、欠乏品の調達費用に還元されてい

たことを指摘した。

質疑応答では、他の開港地と比較した際の箱館

港の特徴や、欠乏品交易における具体的なやり取

りについての質問があがった。

4 ．ダニエル・サイジ＝モンテイロ（パリ大学

院生）  

「近世長崎の学問―海外の蛮舶輻湊する所―」

江戸時代において長崎という場所は、交易を始

めとした海外との関係が深く、和漢洋の文化が融

合された場であり、当時の言葉を借りるならば

「海外の蛮舶輻湊する所」であった。そこで、文

廟「長崎聖堂」に着目し、そのような近世の長崎

における学問について明らかにした。江戸幕府、

長崎の学者、キリスト教の関係を検討するととも

に、唐人や紅毛人が長崎に持ち込んだモノ・知識

に対する長崎の学者たちの反応や、それらが彼ら

に与えた影響について検討した。

質疑応答では、長崎にはキリスト教以外の宗教

が入って来たのかどうか、それらに対する日本側

の反応はどのようなものだったのかという点につ

いて質問があがった。

5 ．タイモン・スクリーチ（国際日本文化研究

センター専任教員）  

「江戸初期における琉英（琉球イギリス）交流

の一考察」

1614年12月、平戸を出港し、タイのシャムに向

かっていたウィリアム・アダムス（三浦按針）率

いるシー・アドベンチャー号は嵐に遭遇したこと

をきっかけに奄美大島や那覇に滞在することと

なった。発表では、その間に行われた琉球とイギ

リスの交流・貿易の内容や様子、そしてその後の

琉球・日本・イギリスの文化交流の事例が紹介さ

れた。

質疑応答では、三浦按針の評価に関する質問や、

貿易品は威信財としての機能を有していたのかと

いう質問、さらに、当時の地図（Abraham 

Ortelius「新アジア描写」）に基づく東アジア理解

が航海者の間で共有されていたものだったのかと

いう質問が寄せられた。

おわりに

以上、日本文化部会後半の部の研究発表につい

てまとめた。今回は、「世界と日本：融合する文

化」というテーマのもと、文化や交易に関する発

表が行われた。質疑応答では、様々な角度から質

問が寄せられるとともに、他の発表と関連付けた

質問があげられており、大変興味深い議論が展開

できたように思う。




